





































































	 本研究で提案・研究開発した MRI 対応表在感覚刺激システム，および，MRI 対応ハンド型深部
感覚刺激システムによって，金属や磁性体を含む機器の使用が制限される高磁場環境である MRI
検査室内で定量的かつ安定した複数種類の機械的刺激を与えることが可能となった．本システム
は，これまで主観的評価に頼っていた感覚機能の評価に対して，fMRI を用いて感覚刺激に対する
反応を脳活動として捉えて感覚機能の客観的評価を行うという新たな研究分野を開拓していくた
めの基礎となるものであり，感覚機能の新たな客観的評価手法の研究開発への貢献が期待できる． 
 
